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１． フィリピン国の概況と我が国の政府開発援助 

（１）フィリピン国基礎データ 

国名： フィリピン共和国 Republic of the Philippines 
面積： 299,404 平方キロメートル(日本の約 0.8 倍)、 7,109 の島がある 

元首： グロリア・マカパガル・アロヨ大統領（第 14 代） Gloria Macapagal Arroyo 
政治： 立憲共和制 

人口： 8,857 万人（2006 年 8月実施 フィリピン国勢調査） 

農業就業人口：全就業人口の約 36％が従事 

GDP： 1,863 億 US$（2008 年）1,902 US$/人（2008 年） 

民族： マレイ系が主体。他に中国系、スペイン系、及びこれらとの混血、更に少数

民族等がいる。 

言語： 国語はタガログ語を基とするフィリピン語 

 公用語はフィリピン語と英語、更に 80 前後の言語が存在する 

宗教： カトリック 83%、その他のキリスト教 10%、イスラム教 5%、その他 3% 

通貨： フィリピン・ペソ（P）とセンタボ（C）（P１＝C100） 

 １US$＝P46.04 ¥100＝P50.38 １US$＝¥91.33 (2010 年 2 月 23 日現在) 

気候： 熱帯モンスーン型気候。年平均気温は 26～27℃。雨期（6 月～11 月）と乾期

（12 月～5 月）と一応分かれているが、地域によりかなり差がある。 

 

（２）我が国の対フィリピン国農業農村開発分野の援助の方向性及び重点領域 

我が国は 2000 年に初めての対フィリピン国別援助計画を策定した。対フィリピン国

別援助計画では、「持続的成長のための経済体質の強化及び成長制約要因の克服」、「格

差の是正」、「環境保全と防災」、「人材育成及び制度づくり」の 4 分野を重点分野とし、

円借款、無償資金協力、技術協力等を通じて、効果的・効率的な援助を行うこととし

た。その後のフィリピンにおける経済情勢の変化、2004 年の第 2 次アロヨ政権によ

る中期開発計画（Medium Term Philippine Development Plan 2004; MTPDP）の発表等、

新たな状況に対応して、「貧困削減」、「持続的成長」、「平和の構築」を重点分野とする

国別援助計画が 2008 年 6 月に策定された。その改定された援助計画ではその「貧困

削減」の一環として、「貧困層の所得機会向上につながる施設・機材の整備に係る支援

を行うとともに、地方部における農漁民のための生産技術の普及、農漁民組織の能力

強化に代表されるような、地方自治体、住民組織、NGO 等を含めた地域社会・個人の

エンパワーメントに資する支援を行う」とされている。このような観点から、労働人

口の約 4 割を占める基幹産業でありながら GDP に占める割合は 15％程度であり、農

業従事者の多くは貧困・小規模農民である農業分野に対する支援に対して、農漁業生
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産インフラの整備、適切な維持管理、生産技術の普及、農漁民組織の運営強化等を通

じて農村地域の貧困層の自立支援に重点を置くとしている。 

 

２． 本プロジェクト事前調査の位置づけ 

フィリピンにおける農業農村分野の開発支援は、上記我が国の対フィリピン援助の方向と方

針と合致し、しかもフィリピン政府が推進する中期開発計画（Medium Term Philippine 
Development Plan 2004; MTPDP）では、農業の近代化による農業生産性の向上と貧困の緩和

を重要課題として位置付けていることから、本件を含む農業農村分野開発支援は両国の政策

に一致するものである。また、同政府は近年のコメ不足に対応し、迅速改善政策（Quick 
Turnaround－QTA-Strategy）を実施しており、本事前調査案件は、正にこの政策にも直接寄

与するものである。 

本事前調査は、我が国の有償資金協力（2003 年～2010 年）によって実施された「バゴ川灌

漑システム復旧改修事業」の完了を受け、更なる支援を図る計画 （水稲の年３期作の実現、

農家収入の向上、灌漑施設維持管理の水利組合（Irrigators’ Association : IA）への移管計画

（Irrigation Management Transfer : IMT）の実施、水利費徴収率の向上、流通改善など）の実

現に結びつけるためのものである。 

以上のごとく、本事前調査は、我が国のフィリピンに対する援助方針、フィリピン政府の政

策および地元のニーズ全てに合致するものである。また、近年のコメ不足に対応し、迅速立

直し政策が実施されており、本プロジェクトは、正にこの政策にも直接寄与するものである。 

 

下表は、近年の農業農村分野の ADCA 案件発掘調査(P/F 調査)実施済み案件と JICA 案件を

示したものである。この表が示すようにフィリピンにおける農業農村分野実施済み案件は多

数あり、それぞれに有効な効果を発揮していると思料されるが、近年同国における農業農村

分野の実施中および新規案件が減少してきており、優良案件の形成が望まれる。このような

背景で、今般の調査は実施済み有償資金協力の効果を更に高めるための優良な案件と思われ、

早期実現を目指している。 
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フィリピンにおける農業農村分野実施済み案件 

ADCCA P/F 調査 JICA 案件 
年度 案件名 年度 案件名 
平成 18年 マガットダム貯水池機能保全計画 平成 17 年～

19 年 
水利組合育成強化計画プロジェクト(技
協) 

平成 18年 ミンダナオ島東部国営灌漑システ

ムリハビリパッケージ事業 
平成 19 年～

22 年 
水利組合強化支援プロジェクト(技協) 

平成 18年 ARC クラスター包括的総合サポ

ートデリバリー計画 
平成 5 年～ 
10 年 

フィリピン畑地灌漑技術開発計画フェ

ーズ II(技協) 
平成 18年 少数民族のための農業農村開発支

援計画 
平成 16 年～

21 年 
ARC 支援事業地区受益者資質向上対

策プロジェクト(技協) 
平成 17年 辺境地農地改革共同体生活基盤改

善計画 
平成 17 年～

22 年 
ＡＲＭＭ地域稲作中心営農改善プロジ

ェクト(技協) 
平成 17年 灌漑施設利用小水力発電事業計画 平成 16 年～

19 年 
農地改革、持続可能な農業と参加型地

方自治についての参加型ワークショッ

ププロジェクト(技協) 
平成 17年 KALAHI 農地改革地区社会サー

ビス整備・拡充事業総合開発計画 
平成 11 年～

24 年 
農地改革地域橋梁整備計画(無償) 

平成 16年 タゴ川灌漑システム機能強化計画

（フォローアップ調査） 
平成 16 年～

21 年 
高生産性稲作技術の地域展開計画プロ

ジェクト(技協) 
平成 15年 国営灌漑地区施設維持管理技術支

援計画 
平成 8 年～ 
13 年 

フィリピン・ボホール総合農業振興計

画(技協) 
平成 15年 共同灌漑地区自立的運営計画 平成 7年～12

年 
フィリピン土壌研究開発センター計画

フェーズ II(技協) 
平成 15年 カガヤン川河岸段丘灌漑計画 平成 9 年～ 

14 年 
フィリピン農薬モニタリング体制改善

計画(技協) 
平成 15年 東ネグロス州タムラン定住促進地

域総合開発計画 
平成 8 年～ 
13 年 

フィリピン農村生活改善研修強化計画

(技協) 
平成 15年 環境配慮型全国国営灌漑施設調査 平成 12 年～

17 年 
フィリピン農協強化を通じた農民所得

向上計画(技協) 
平成 14年 ラグナ州南部ルソン高地畑地灌漑

計画 
平成 9 年～ 
14 年 

フィリピン高生産性稲作技術研究計画

(技協) 
平成 14年 ピナツボ火山被災国営かんがい地

区復旧・開発計画 
平成 21 年～

28 年 
農業支援政策金融事業（有償） 

出典）JICA ナレッジサイト、外務省 ODA 大綱、ADCAP/F 調査一覧 
 

 

３． 調査の背景 

サトウキビの生産･輸出地域であるネグロス島西部ネグロスオキシデンタル州は、80 年代初

頭の砂糖の国際価格の暴落により大打撃を受けた地域である。また、米も同地域の主要産品

であるが、地域内の需要も満たしていない。このような背景のもと、建設後 40 年以上を経

過し老朽化しているバゴ川灌漑システム（Bago River Irrigation System : BRIS）の復旧改修計

画が有償資金協力（2003 年～2010 年）によって実施され、主たる事業内容は本年 2010 年 2
月に完了し、マイナーな工事が本年 6 月に完了の予定となっている。BRIS は、バゴ川を水
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源とする米作を主要産物とした受益面積約 13,000 ha の灌漑システムである。同システムの

改修計画は、老朽化した施設の改修およびコンクリートライニングによる漏水量削減によっ

て水利用効率を改善すると同時に、水利組合を再編成し、その育成強化を実施して、地域に

おける農業生産性の向上を図るものであり、また国家灌漑局（National Irrigation 
Administration : NIA）が組織の合理化（Rationalization Plan : R-Plan）と並行して進めている

水利組合(IA)への施設の維持管理移転計画（IMT）の基礎を作るものでもある。 

その灌漑システムの改修によって対象地域全体で等しく 2 期作の安定確保が実現するが、受

益農民は、国の進めるコメ不足迅速改善政策に応える意味からと、農家収入の向上を図るた

め年 3 期作を強く望んでいる。また、NIA の R-Plan と平行して実施されなければならない

IMT の実施を、NIA も再編・強化された IA も強く望んでおり、全国レベルでの実施モデル

地区になる条件が整っている。その実施と合わせて、前述有償資金協力で開発された情報管

理システムの活用による水利費の徴収率向上が期待されている。長年の課題である。IMT 後

は、IA が自立して灌漑システムを運営維持管理し、さらに水利費（Irrigation Service Fee : ISF）
徴収率の向上に関しても、NIA と共同して改善を図る必要がある。更に、現在不十分な農村

道路網の改善と IA 経営の収穫後処理施設の整備による流通改善が求められている。 

また、システム全体の持続的維持の観点から、前述有償資金協力の事業実施の中で BRIS の

基幹施設であるバゴ川を渡るサイホンから無視できない漏水が発生している問題が明らか

にされ、その漏水問題の解決が急務となっている。 
 

４． 調査の目的 

本調査の目的は、計画されている事業内容：1) 補給水源の開発による水稲 3 期の実現、2) バ
ゴ川サイホン付替えによるシステムの維持確保、3) 全国における灌漑施設維持管理移転計

画（IMT）実施モデルとしての IMT の完全実施、4) 農道整備およびポストハーベスト施設

整備による生産物の流通改善と農家収入向、5) 情報管理システム普及を含む水利費徴収率

向上、6) 節水灌漑農法（Sustainable System of Irrigated Agriculture : SSIA）のパイロット開発、

等の実施の必要性、緊急性および妥当性について現地調査を実施し、将来における円借款案

件として検討を行うことである。 
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５． 現地調査結果 

５－１ バゴ川灌漑システム改修事業(BRIS Rehabilitation & Improvement Project: BRISRIP)の概要 

実施機関 国家灌漑公社：The National Irrigation Administration (NIA） 

実施期間 2003 年から 2010 年 

プロジェクトの目的 老朽化した灌漑システムの改修・機能強化を図るとともに、水管
理・施設の適切な運営維持管理のための水利組合の強化等を行う
ことによって、農産物の増産、農民の所得水準の向上を図らんと
するものである。 

所在地 ネグロスオキシデンタル州 

灌漑面積 13,277 ha (水田: 12,777 ha, ﾄﾄｳｷﾋﾞ畑: 500 ha) 

受益農家 9,627 農家 

事業費 総事業費：4,298 百万円, 円借款対象額：3,224 百万円 

事業内容 既存灌漑ｼｽﾃﾑの改修、水管理改善、水利組合の組織造りと強化、
NIA 職員の強化、ﾊﾞｺﾞ川流域管理、ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄｻｰﾋﾞｽ 

灌漑システム改修の内容 1. 頭首工付帯施設改修 

2. 暗渠建設 1.6km を含む幹線用水路 31.3km および二次水路 95.4 
km (11 本)のｺﾝｸﾘｰﾄﾗｲﾆﾝｸﾞおよび水管理施設など水路付帯施設
の改修・新設 

3. 管理用道路補修 
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プロジェクト位置図 

 

PROJECT AREA COVERAGE

 

 

 

水利組合の組織構築と強化 

バゴ川灌漑システム改修事業（BRISRIP）は、従来の灌漑施設改修事業と少し異なり、施設

改修後の維持管理が事業効果発現を大きく左右することに注目し、運営維持管理を担う水利

組合の強化、およびそれを支援する NIA 職員のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞを事業の中で大きく取り上げている

ことが特徴と言える。BRISRIP では、当灌漑ｼｽﾃﾑ（BRIS）にはこれまで規模が大き過ぎて

機能していなかった 17 の水利組合（IA）を解消し、水利用の観点から組合員同士がお互い

に連絡を取りあえる規模の 5 つないし６つの分水工ｸﾞﾙｰﾌﾟ(Turnout Service Group: TSAG)
から成る 44 の IA を再編成した。組織の構造としては、44 の IA を支線水路（Lateral Canal）
毎にまとめ、8 つの IA 連携協議会（Irrigators’ Association Coordination Committee: 
IACC）を作り、それの上に組合員の最上位組織として IA 連盟（Federation of Irrigators’ 
Association: FIA）置く構造が樹立され、またその FIA を調整・管理する組織として FIA、

NIA、地方自治体（Local Government Units: LGUs）、NGO から成るﾊﾞｺﾞ川潅漑ｼｽﾃﾑ管理

委員会（System Management Committee: SMC）を設置する企画が立てられた。現在 FIA
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は既に機能しており、IACC と SMC の樹立が進行中である。 

BRISRIP は再編成された 44 の IA それぞれに対し、持続可能な活動ができるよう IA 事務所

を設けると共に、IA の育成・訓練に力を注ぎ、自立可能な IA を育てきた。 

 
５－２ バゴ川灌漑システム改修計画 II の概要 

現時点で計画されている事業内容は： 
1) 補給水源の開発による水稲3期の実現 
2) バゴ川サイホン付替えによるシステムの維持確保 
3) 情報管理システム普及を含む水利費徴収率向上 
4) 全国における灌漑施設維持管理移転計画（IMT）実施モデルとしてのIMTの完全

実施 
5) 農道整備およびポストハーベスト施設整備による流通改善と農家収入向上 
6) 節水灌漑農法（SSIA）パイロット開発 
 

(１) 補給水源の開発による水稲 3 期の実現 

バゴ川灌漑システム（BRIS）は、わが国の有償資金協力（2003 年～2010 年）によっ

て復旧改修が実施され、水稲 2 期作を安定確保する条件が整った。しかしフィリピン

政府はコメ不足迅速改善のため、米の 3 期作を推進しており、受益農民もそれを強く

望んでいる。この様な背景の下、BRIS への灌漑用水の補給の水源としてバゴ川支流

Maragandang River が注目を浴び、NIA によって大よその水源開発計画が立てられた。

そこで今回、Maragandang River の水を物理的に BRIS へ導水できるかどうか、また水

文条件の観点から技術的実施可能性があるかどうかを、NIA と現地踏査を実施して調

べた。その結果、技術的実施可能性が確認されたので、その水源開発により BRIS 受

益地内での 3 期作実現の可能性があることが判明した。 

 
(２) バゴ川サイホン付替えによるシステムの維持確保 

上記円借款事業 BRISRIP において、BRIS の基幹施設であるバゴ川サイホンの漏水が

確認されており、システム全体の持続的維持の観点から、サイホン本体の付替えが急

務であることが確認された。 

 
(３) 情報管理システム普及を含む水利費徴収率向上 

下記 IMT の実施と合わせて、BRISRIP で開発された情報管理システム（Management 
Information System: MIS）を実際に活用することに寄り、低迷する水利費(ISF)徴収率

の向上が期待される。この MIS は、実際に各 IA が施設の維持管理と ISF を徴収し、
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NIA の管理事務所がそれらを統括管理するためのツールとして、IMT と切り離せな

いシステムと思料される。 

 
(４) 全国における灌漑施設維持管理移転計画（IMT）実施モデルとしての IMT の完全実施 

NIA の合理化計画と平行して早急に実施されるべき灌漑システムの維持管理の NIA
から水理組合への移管計画（IMT）の実施モデルとしての条件が本システムでは整っ

ており、受益者農民もその早期実施を望んでいる。本件に関しては、NIA は JICA の

技術協力（Yen Loan Technical Assistance: YLTA）を望んでおり、そのプロポーザル（添

付資料 A-3 を参照）を作成し、その早期実施について JICA マニラ事務所と協議を

重ねている。これが採択されれば、本コンポーネントは BRISRIP II からは除外され、

別途早期実施されることになる。 

 
(５) 農道整備およびポストハーベスト施設整備による流通改善と農家収入向上 

調査対象地区は地区の西端を南北に走る国道に繋がる地方道・農村道路はあるが、地

区内を南北に結ぶ幹線道路がないため、農産物の流通と農村生活に支障を来たしてい

る。同時にポストハーベスト施設不足による、農家収入の低迷が続いているためこの

改善が望まれている。この道路網の整備は、地域農民の生活を社会的・経済的に大き

く改善させることが期待できる。 

 
(６) 節水灌漑農法（SSIA）パイロット開発  

SSIA は、NIA の総裁が自ら推奨している水稲栽培方法であり、BRISRIP でも試験的

に実施されている。有機肥料の苗床で育てた苗を、広い間隔で１本づつ移植し、間断

的灌漑方式でコメを栽培する方法であり、少ない投資で大きな収穫を上げる農法であ

る。NIA は当該対象地区でこの栽培農法をパイロット開発し、その普及を図ろうと企

画してる。この節水灌漑が普及すれば、当該地区の水稲生産量は大幅に伸び、農家収

入も飛躍的に増大することが期待できる。 
 

 

5－３ 関連機関 

 国家灌漑局（National Irrigation Administration: NIA） 

 NIA 第 6 管区地方事務所 (NIA Region VI) 

 NIA バゴ川灌漑システム改修事業所 (Bago River Irrigation System Rehabilitation 
and Improvement Project Office: BRISRIP PM Office) 
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 NIA 西ネグロスバゴ灌漑管理事務所 （NIA Negros Occidental Irrigation 
Management Office） 

 BRIS 水利組合連盟 (Federation of Irrigators’ Association Central Negros - BRIS, 
INC.) 

 JICA マニラ事務所 

 

６． 提 言 

フィリピン政府が推進する中期開発計画（Medium Term Philippine Development Plan 2004; 
MTPDP, 2004 年－2010 年）では、既述のとおり農業の近代化による農業生産性の向上と貧

困の緩和を重要課題と位置付けており、貧困削減の優先順位を以下の分野における農村開発

においている。 
1) 農村企業や協同組合の支援 

2) 農道の建設 

3) 農家や土着民族の土地、金融、技術取得への利便性確保 

4) 農家や漁家が行う生産活動に関する中間搾取業者の関与の軽減 

5) 自然災害や経済危機時における適時的、効率的支援とセキュリティネットの充実 

6) 農村部貧困者の生活向上 

また、同政府は近年のコメ不足に対応し、迅速改善政策（Quick Turnaround－QTA-Strategy）
を実施している。 

一方 2008 年 6 月に策定された我が国の対フィリピン国別援助計画では、その重点分野の一

つである「貧困削減」の一環として、「貧困層の所得機会向上につながる施設・機材の整備

に係る支援を行うとともに、地方部における農漁民のための生産技術の普及、農漁民組織の

能力強化に代表されるような、地方自治体、住民組織、NGO 等を含めた地域社会・個人の

エンパワーメントに資する支援を行う」としている。 

従って、本件のコンセプトである： 
a) 補給水源の開発による水稲3期の実現 
b) バゴ川サイホン付替えによるシステムの維持確保 
c) 情報管理システム（MIS）普及を含む水利費徴収率向上 
d) 灌漑施設維持管理移転計画（IMT）の全国実施モデルとしてのIMTの完全実施 
e) 農道整備およびポストハーベスト施設整備による流通改善と農家収入向上 
f) 節水灌漑農法（SSIA）パイロット開発 

は全て両国の政策に一致するものである。また本案件 BRISRIP II は 2010 年までに当該地区

に支援してきた我が国の投資（BRISRIP）の効果をより大きなものする非常に有効な案件で
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あると思料される。 

そこで、本プロジェクト事前調査としては以下の提言を行う。 

提言１：フィリピン政府／NIA は、本件に係るフィジビリティ調査を早期に実施し、それを

基に事業実施の要請書を作成し、在フィリピン日本国大使館を通じて日本政府に有

償資金協力の要請を行うこと。そのフィジビリティ調査の内容は添付資料 A-4 を
参照されたい。 

提言２：本件コンセプトの内、特に緊急性があるのが上記（ｄ）の灌漑施設維持管理移転計

画（IMT）の全国実施モデルとしての IMT の完全実施である。現在 NIA の R-Plan
は既に始まっており、国営灌漑施設の従来の維持管理が不可能な状況に直面してお

り、NIA としては早期に IMT を実施しなければ事情下にある。一方バゴ地区では、

我が国の有償資金協力にて老朽化していた施設が改修され、水利組（IA）が成功裡

に組織され、かなり高いレベルまで訓練され育ってきているので、IMT を有効か

つ迅速に実現できる素地ができている。また、近い将来実施が期待されているセク

ターローンの円滑な実施のモデルとなり得ることから、BRISRIP II からこのコン

セプトを切り離し、別途早期実現を図ることが肝要であるとの判断から、NIA が現

在 JICA に要請している技術協力案件（YLTA）として緊急に実施することを推奨

する。なお、この YLTA とコンセプトの「ｃ）MIS 普及を含む水利費徴収率向上」

は、同時に行う必要がある。 

 



 
 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

現 場 写 真 
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バゴ川灌漑巣ステム 

用水路 

 

     
バゴ川頭首工                 幹線水路チェックゲート 

 

      
幹線水路                   幹線水路 

 

    
幹線水路                   支線水路 
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支線線水路                   支線水路 

 

    

支線線水路                   支線水路 

 

    

支線線水路                   支線水路 
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水路構造物 

   

    
Foot Bridge                  Proportional Weir 
 

    

Washing Steps                      Buffalo Wallow 
 
 
排水路 
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バゴ川灌漑巣ステム水利組合 

 
 

    
NIA-FIA Coordination Meeting         IA Conference on IACC 
 

    
IA Training                                   System Management Committee 
 
 

      
One of  44 IA Offices                         Canal Cleaning by IA 
 
 



v 
 

SSIA デモンストレーション 

 

    
有機肥料苗床                 田植えマーキング (40cm x 40cm) 
 

    

田植え                    田植えの苗は 1 本のみ 
 

    
ロータリー式除草機による除草作業       移植後 60 日 
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Meeting on YLTA/BRISRIP II 

 

    

Meeting between NIA and JICA Mission   Meeting between NIA and JICA TCM Team 
 

    

Meeting at NIA C. O.             Meeting between JICA and NIA   

    

PIR Meeting held at JICA on Feb. 5, ’10     Farmers Conference on Feb. 15, ‘10 
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Maragandang 川現地踏査 

 

    
取水堰候補地サイトでの打ち合わせ       取水堰候補地サイトでの打ち合わせ 
 

    

Marakandang 川取水堰候補地サイト上流    Marakandang 川取水堰候補地サイト 
 
 

    
Marakandang 川取水堰候補地サイト下流     Marakandang 川取水堰候補地サイト下流 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

添 付 資 料 

 



案件名： フィリピン共和国
バゴ川灌漑システム改修計画Ⅱ調査

日数 月 日 曜 出発地 到着地 宿泊地 備　考 調査団員名

1 2月 4 木 東京 マニラ マニラ 移動(天野）、大使館表敬（坂田一等書記官） 天野　常雄

2 5 金 マニラ JICA-NIA間円借案件PIR会議に出席　(天野）

3 6 土 マニラ バコロド バコロド 移動　(天野）

4 7 日 (ｲﾛｲﾛ） (ﾊﾞｺﾛﾄﾞ） バコロド （Nicanol Babiela 団員移動・合流）、団内打合

5 8 月 バコロド BRISRIP事務所およびBRISO表敬・協議

6 9 火 バコロド BRISRIP事務所およびBRISOにて情報収集

7 10 水 バコロド NIAおよびFIAとの合同現地調査

8 11 木 バコロド 現地調査、BRISRIPとの協議

9 12 金 バコロド 現地調査

10 13 土 バコロド 現地調査結果整理

11 14 日 バコロド 団内打合せ

12 15 月 バコロド NIAﾘｰｼﾞｮﾝVI事務所長およびFIA議長との協議

13 16 火 バコロド BRISOにて資料・情報収集

14 17 水 バコロド ﾘｰｼﾞｮﾝVIおよびBRISOのｽﾀｯﾌとの協議

15 18 木 バコロド BRISRIP ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬｰとの協議

16 19 金 バコロド BRISOとの協議、事業計画内容の整理

17 20 土 バコロド 事業計画内容の整理

18 21 日
バ コ ロ ド
イロイロ

イ ロ イ ロ
バコロド バコロド NIAリージョンVI事務所表敬・情報収集

19 22 月 バコロド ﾊﾞｺﾞ川灌漑ｼｽﾃﾑ管理事務所との協議

20 23 火 バコロド マニラ マニラ 大使館坂田一等書記官への報告　(天野）

バコロド イロイロ Nicanol Babiela団員移動

21 24 水 マニラ 東京 - 移動　(天野）

Note: NIA: National Irrigation Administration,  FIA: Federation of Irrigators Association　水利組合連合

BRISRIP：ﾊﾞｺﾞ川灌漑ｼｽﾃﾑ改修事業事務所、BRISO：ﾊﾞｺﾞ川灌漑ｼｽﾃﾑ管理事務所

平成5年1月　　 独立コンサルタント

平成17年5月　 太陽コンサルタンツ㈱ 入社　地域開発部

平成20年7月　 NTCインターナシュナル㈱に社名変更

昭和56年6月　日本技術開発株式会社　海外事業本部

平成9年4月　 太陽コンサルタンツ㈱入社　海外事業本部   技師長             

平成9年７月　 太陽コンサルタンツ㈱　取締役　海外事業本部長          　

平成20年7月　 NTCインターナシュナル㈱に社名変更　特別顧問

添付資料　A-１：　調査日程および調査団員経歴

Nicanor O.
Babiela

平成2年3月　  西ビサヤ国立大学農学部卒業

総和61年9月　 国家灌漑庁（NIA)　入職　IDO

日　程　表 調査団員名

経　　歴

昭和41年3月　東京農工大学農学部農業生産工学科卒

昭和41年4月　日本技術開発株式会社入社　大阪支社



添付資料 A-２ 

 

 面談者リスト 

 
所属先/氏名 役職 

 在フィリピン日本大使館 

坂田 剛彦 一等書記官 

 JICA フィリピン事務所 

松田 教男 所長 

小林 龍太郎 所員 

Ervin F. Mella, Jr. Senior Program Officer 

Joy Hasmin De Los Reyes Program Officer 

Pablo Lucero Program Officer 
国家灌漑局（NIA） 

Carloss S. Salazar Administrator 

Alexander A. Reuyan Senior Deputy Administrator 

Antonio A. Galvez Deputy Administrator for Engineering & Operation 

Antonio A. Galvez Assistant Administrator 

Antonio G. Cunanan BRISRIP Project Coordinator 

Gregorio S. Dumandan Manager, Operation Department 

Renato S. Gamboa Manager, Institutional Development Division 
田尻 照久 JICA Expert to NIA 
田村 成明 JICA Expert for TCP 2 
NIA Region VI 事務所 

Edilberto F. Lomigo Regional Irrigation Manager, NIA Resion VI 
NIA バゴ川灌漑システム改修事業事務所（BRISRIP） 

Gerardo P. Corsiga Project Manager 

Jesus L. Datoon Assistant Project Manager 

Feliciano L. Alcazar, Jr. Supervision Engineer A 

Joaquin P. Palmares Supervision Engineer A 
NIA 西ネグロス灌漑管理事務所（NIA Negros Occidental Irrigation Management Office-NOIMO） 

Joel A. Basiao Division Manager, NOIMO 
BRIS 水利組合連盟 (Federation of Irrigators’ Association Central Negros-BRIS, INC.) 

Domingo Matang President, Federation of  Irrigators’ Association 

西ネグロス州庁（Provincial Office, Negros Occidental） 

Isidro P. Zayco Provincial Governor 
バゴ市庁 （Bago City Office） 

Ramon D. Torres City Mayor, Bago City 

 










































